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京都府画学校の教育

松尾 芳樹

明治13年に京都御苑内に開校 した京都府画学校は､主にlヨ本絵画を学ぶために設立された

日本最初の公立学校として知られる｡しかし､近代京都の絵画史における学校開設の意義につ

いては､教育制度､活動成果それぞれに不明なところが多く､研究が進んでいない｡そこで､

この学校で行われた教育に着目し､京都市立芸術大学に所蔵さjtる文献と絵手本を調査 して､

画学校教則の検証を試みた｡その結果､画学校期の教育方針の推移と教育の実態が多少明らか

となった｡画学校の教育は近世の画塾教育に大きな影響を受けていたが､田能村直入や草野楳

嶺ら教員は､諸派の融合を試みて､新しい時代の絵画教育のあり方を模索していた｡また､制

度の不備と経営基盤の弱きが､画学校の教育成果に悪影響を与えていたことも確認できた｡

主要項Ⅰ∃:京都府画学校 画塾 教則 絵手本 幸野楳嶺 l;掴旨村直入
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1.はじめに

明治 13年に京都御苑内に産声をあげた京都府画学校は､いくつかの点で画期的な要素を持

っていた｡その主なものを三つあげるとすれば､第一は日本絵画の教育を主たる目的とした公

立の美術学校として初めて設置された点であり､第二は教授の対象として､絵画の技術や様式

をかなり広範囲に採 り入れようと試みた点であり､第三は画学校出仕という制度により､京都

の画家にひとつの結束をなした点である｡京都府画学校開設は､歴史的な事実としては夙に知

られているが､その開校の意味については未だ研究が進んでいない｡先にその一部なり触れる

機会があったが 小､もとより判明するところはわずかである｡

この鼠で近世に行われていた画家育成の方法は､家塾私塾において師弟関係を結んで教授す

ることが一般的であった｡特に狩野派のように御用絵師として政治とも深く関わり､ピラミッ

ド型に画家群を組織 していた一派においては､近世末期の状況として､かなり組織的な教育を

行っていたことが知られている (2'｡御用絵師に限らず､土佐派のように絵所職を継承する家系

においても､家業継続のために自ずと子弟への教育を必要とした｡また町絵師においては､画
技の教授は生業のひとつですらあったから､そこに教育活動が行われていたのは間違いない｡

御用絵師にしても､絵所職にしても､町絵師にしても､師承関係の骨格をなしたのは､｣frL脈

である｡それは親子を基幹とする家業の維持であり､養子縁組みしても護るべきものと考えら

れた｡逆にいえばその周縁にいるものは､独立して一家をなすより､画家を生業とする道は成

立し靴かったのである｡

近世後期の京都では画材の入手はさほど困難ではなく､資金を持つ者であれば絵を噛むこと

は可能であった｡画家の予備群は画塾の内弟子に限らずあまた存在した｡その中で画家を生業

とするために必要なのは､看板ということになる｡F平安人物志』のような書物は､まさにこ
うした看板の集成として知られている ]'｡今日のように画商が専業化し美術報道が普及する以

前､画家の師承関係は､絵を注文する際の絵師の能力を知るための貴重な指標となったのであ

る｡

明治維新となって社会は大きく様変わりしたが､絵師の周辺にあったこうした構造はほとん

ど変化を見せなかった｡そのため､顧客の喪失と需要の変質の中で､多くの絵師たちは時代に

翻弄されるはかなかったのである｡京都府画学校の誕生は､そのような混沌とした状況の中で

の出来事だった｡画学校別設に至る経緯については､すでに拙稿 川に述べた｡それは､BIl能村

直入 (-')の意思と､草野楳嶺 牛 久保田米倦 (7'らの熱意と､多くの商工家を巻き込んだ行政の
工夫が､偶然にも噛み合うことにより実現した時代の産物というべきものである｡

京都府画学校に先行する､官立の美術学校としては､明治 9年に東京に開校した工部美術学

校が知られているは'｡これは工部大学校に附属し､新技術としての美術を教授するために設置

された学校で､イタリアから招晒された教師によって､予科､両学科､彫刻科の3科を教授す

るものだった州｡その両学科についていえば､西洋人による西洋画教育を行う官立学校という

ことができる｡そして学校に校則は定められたものの､教則は各教師にまかされていたため､

教育に対する組織的な検討があったわけではなかった｡もちろん各教師自身の内には､経験か

ら考案された教育課程があったのだが､現実をみれば､お雇い教師による私塾の集合のような

状態を里していたのである｡

日本絵画の教授が諸派の画塾で行われてきたことは､先にも触れた｡その教育を公立学校の

場で試みたのが京都府画学校である｡特に､絵画の専門教育について､異なる師系の画家が教

則に従って共同で教授する場として構想さjt､実現を模索した点は評価すべき点である.工房

から近代制度としての学校へ教育を移転するとは､まさにそのような変化でなければならない
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のだから､日本最初画学校と称されたことに､偽りはないといえる｡門流の異なる画家が共同

して指導にあたるためには､当然のことながらその教育の水準と課程を定める必要がある｡時

代を考慮したとき画学校の画期的な点は､専門教育の根幹として､諸流共同教授のための教則

の整備を試みたところにある｡それは､門流の等しきを確認し､異なるを取捨する作業となり､新

しい絵画を生み出すために必要な過程に他ならなかった｡本稿では画学校の教育を教則から検

討し､近世から近代-の転換点に位置する画学校が果たした役割について考察するものである｡

2.四宗画学校の教則

明治 13年の画学校校則によれば ｢第六条 教員教授ハ各宗所定ノ教則二従フベシ｣とあり､

東西南北の各宗は教則により､教授する旨が定められている｡校則と教則が施行されたのは学

校開校の直前､明治 13年6月19日である｡

このとき何者が教則策定に関わったか定かではないのだが､開校に至る経緯を見れば田能村

直入の関与は否定できない｡府下画工43名が招集されたのが6月12日で､画学校の創立事務

が開始したのが 17日､招集された画家43名が出仕に任命された19日がまた教則の発布され

た日であることを考えると､府側職員が､情報収集してとりまとめるにも限界があったことが

推測さjtる｡諸種の意見の聴取はあったとして､その監修役の存在は想定しなければならない｡

そこに最も近いのは直入である｡

やがて6月30日に､出仕である望月玉臭 く10)(東宗担当)､小山三遷 "‖(西宗担当)､谷口詣

山(12】(南宗担当)､鈴木百年 (H)(北宗担当)､草野楳嶺 (北宗担当)の五名に副教員が命ぜられ､

7月1日に画学校が開校すると､早速各宗で教則の再検討が始められた｡この素早い対応から､

6月に発布された教則は､当初から開校に間に合わせるための暫定的なものと考えていたこと

がわかる｡また同時に､教則を学校の根幹として校則とともに施行されるべき重要なものと位

置づけていたことを教えてくれる｡教則が公式に改正されるのは3年後の明治 16年6月のこ

とだが 仰 ､実際の教授は当初から､この7月改正の各宗教則に従って行われたと考えられるo
もちろん､明治 16年の教則改正の根拠となったのも､この各宗で行われた改正教則である｡

四宗個別の改正教則または改正案については､西宗を除く東南北三宗のものが遺されてい

る(ll,'｡乗宗は望月玉泉､南宗は出仕連名､北宗は幸野楳嶺が用掛B:摘巨柑直入に対し提出した｡

基本的には､正式な教員である副教員がこれを検討し作成したものと考えてよい｡東宗は他に

教員がなく､そのまま玉泉によって検討された｡北宗は当初楳嶺の他に鈴木百年がいたが､開

校後半月で辞職しているので､楳嶺のみが教則の改正に関わったと見てよいが､画学校開校前

楳嶺とともに行動した久保田米値の協力はあったものと思われるIl','｡また南宗は､副教員の谷

にほ宙山が､7月中にはすでに辞表を提出していたらしく､全く関与しなかったため､出仕の連

名でこれを作成することになった｡この時の取り纏め役にあたったのは中西排石であったと思

われるH7'O西宗には､改正教則が遺されていないが､他宗に比べて極端にI']:'J仕が少なく､共同

教授体制そのものが成立しなかったため､教則改正に対する姿勢に違いがあった可能性も考え

られる｡

実際に明治 13年の教則と明治16年の改正教則を比べてみると､東宗こそ大きく改正されて

いるものの､酉南北の三宗は､概ね迫補と一部変更に止まり､構想の大きな転換は見られない｡

当初暫定的に定められた教則においても､事前に各宗の主立った画家に対する水面下の情報収

集があったことを推測させる｡特に建議書に名を連ねた楳嶺､玉泉のほか､久保田米倦､巨勢

小石 (18)らに､協力を求めたことは想像に難くない｡従って､当初構想された諸流を共同して

教授するという体制は､校則に示されていながら､関学まもなく無実なものとなっており､担
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当教員の構想する教育方針が各宗の課程の基本を形成することになったと考えるべきである｡

教則では､修学年限は3年と定められ､それを6期に分けて学習することになっている｡こ

の基本的な枠組みに関して､東西北三宗は理解を示しているが､南宗のみ､下等､中等､上等

の各 3年合計 9年の課程としている｡そのため､画学校の最初の3年はその下等に位置付けら

れており､以後3年の課程を繰 り返 し上等まで進級する変則的な教則となった｡南宗の卒業生

がいないのは､この特殊な修業年限に関わりがあるものと思わゴ1る｡

各宗とも､課業は一期を6ケ月として定め､六級からはじまって一級まで進級 した｡進級す

るには試験を受けて及第しなければならず､卒業においても同様に試験に及第する必要があっ

た｡7月の開校後､少し時間をおいた8月27日､ようやく生徒の募集が開始したため､確かな

始業日はわからないが､生徒の入学は9月からであった｡その後半年を単位とする学年歴は､

9月1日～2月 15日､2月16日～ 7月 15日として一年を分かつことになったQ

表 1 京都府画学校の予算と生徒数

元号 (明治) 13 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23西暦 1880 1881 1882 1883 1884 1885 1886

1887 1888 1889 1890学校予算 (円) 810 1230 1378 1358 154

3 1303 340 325 399 1971 1505生徒数 (人) 23 42 48 51 107 90 85 104

89 112 66卒業数 (人) 1 0 0 0 4 3 6 8 21 12 1

4内 1東洋 (人) 1 1 2 3 6 6 2 2

内 モ西洋 (人) 3 1 3 2 15 10 12

当時は学年という考え方はなく､各宗定員の20名というのは､各級の混在する総定員数を示して

いたと考えるのが合理的である｡実際の生徒数を見ると､京都府画学校から京都市画学校期に至る 11年間の生徒数の平均は74人である一lい｡各宗の定

員についてはなりゆきにまかされていたらしく20名を超える場合もあった 121Ho 卒業

時期としては定期といってよい7月後半のほか1-3月頃を中心とする臨時の卒業があった｡

明治 13年の教則では､一日の授業時間について定められていなかったが､各宗それぞれ教則を検

討するなかで､東南北の三宗については一日5時間､酉宗については6時間と定められた｡授

業は 1コマ 1時間であり､1日5コマが基本となっている｡朝の9時から12時までの3時間､昼

休みをはさんで､午後 1時から3時までの2時間が東南北三宗の授業時間で､酉宗は午後 4時

までを原則とした｡ただし､6月～9月の夏季休業の前後は､午前 7時から12時まで午前中に全ての授業を終えたようである｡従って東南北三宗の場合､一期の授業とし

て一週 30時間を二十一週間余り行うことになるO 休EIについては､El曜日と祭日の他

､夏期休業 (7月 16日～8月31日)と冬期休業 (12月25日～ 1月7日)があった 伽｡

先にも述べたとおり､画学校が開校当初から教則の整備を重視したのは､直入の構想した複

数教員による共同教授体制を前提とした教育方針によるところが大きい｡その理由といえば､

複数の教員により､それぞれの得意とするところ分担 し､補いあいながら教授の全体像を構成

する必要があったためである｡教則により教育内容を提示し､教育の目的を明確にすることは､

近代教育では当然のこととも

いえるが､未だ近世的性格を引きずっていた絵画教育の世界で共同教授を実現するためには､教員

の側にも思考の転換を必要とした｡こjtが､開校当初の大きな課題となっ



ことは可能であった｡しかしこの方法では､一旦教員が交代すると教授内容や水準の変更も当

然発生したし､そこに起因する不満から､生徒が中退して不思議はなかった 2̀㌔ 教則の整備は､

こうした画塾的性質から生まれる欠点を排除するための仕掛けとしても必要とされた｡

明治13年の各宗教則と明治16年改正教則を参照して､各宗の教育構想を概観してみよう｡

その具体的な内容は表2にまとめている｡

東宗の教育は､遅筆､着色､模写､写生､位置､余科の六科によって構想された｡余科と呼

んでいるのは､1ケ月に1-2日を選び行われる技術教授の性格をもつ講義である｡初等教育

にあたる六級は､運筆､模写､余科の三科にはじまり､次の五二･匹l級で写生と位置すなわち画

Id構成を学んだ｡残る一年半は､着色を淡彩､中彩色､極彩色の順に学び､最上級にあたる

･一級では､板地への著彩や､砂子や泥引の方法､箔地彩色､諸図伸縮方に至り､装飾法や

大画面制作への導入を含んでいる｡

運筆手本としては､草木百花､莱疏器物にはじまり､魚虫､小奮､山水を経て､動物､人物

に至った｡絵手本により提示される課題は､四日ごとに浄写することになっており､臨画と写

生を重視する課程は､諸種の必要な知識に配慮している｡技補教育を中心とする実f別的なカリ

キュラムといえる｡

四宗の教育は概ね一年ごとにひとつのまとまりをつくっている｡第-年日にあたる六 ･五級

は､臨画､線図､口授､数学を学び､第二年目にあたる四･三級は､これに写生が加わる｡第
三年は最上級にあたる二 ･一級となり､水彩､油彩による写生と口授中心となり､さらに版画

術が加わった｡特に石版術に関しては､明治 14年9月から府の石版器械を借用してその技術

伝習と活用を行う画学校の事業 (2--に連携しており､重安である｡

教則は､人体､風景といった画題の選択や石膏像など教材の使用状況について不明な点があ

り､理解に限界はあるが､図法と臨画から始まる明治初期の洋画教育の標準的課程を見せるも

のとして､先行する普通教育における図画教育や､工部美術学校などで行われた洋画の専門教

育の流れの中に置くことに無理はない '州c 数学の教育が2年間にわたって行われ､また図法の

授業も含まれるため､生徒の適性を比較的強く要求する教則といえる｡各課題は､表現として

の洋画を求めるものとは言い難く､図法を含めた､技術習得に重きが置かれている｡
南宗の教育は､各級とも習画､習字､余科という構成を基本とした｡余科は､画論書の講読

と詩文となっていたので､科目は絵画のみならず､書や文学に至った｡その意味では､書画同源､

絵は人なりという近世に定着していた文人思想をそのまま､教育に具体化するものといえた｡

先にも述べたとおり､改正後の南宗教則では､9年を以て課程を終えることになっており､

生徒はその下等3年の課業から始めた｡習画は墨画を主とし､絵手本による臨模によって進め

らゴ1ている｡絵手本としては､蘭竹を六級で､梅菊を五融で､木石蒼苔を凹級で､果読及び鳥

虫魚を三級で､山水及び点景人物と写意人物を二級で､獣類及び淡彩人物を一級で用いた｡手

本の臨写を開始して四日目から浄写を開始し､四日のうちに提出しなければならなかったとす

るので､1枚の手本と最長七日間向き合うことになった｡

rll等､上等の教育では､蘭竹栴菊､花井､花鳥､山水､人物の順で古画の臨模を行うことと､

写生を行うことが実技の中心となっている｡本格的に人物画を学ぶのは上等の三級からで､最

初に白描の十八描法を学ぶところから､習画の水準をはかることができる｡実際に､中等､上

等の課程を学ぶ生徒もいたため､南宗の場合は下等卒業の3年の修学期間を終えても､卒業す

ることなく履修を重ねていたものと思われる 25'｡南宗においても､教授の中心となったのは運

筆と模写であったが､上等になると ｢自己ノ工夫を回ラサシム｣という応用展開を促すことに

なり､上等 1激はまさに応用画制作が課題となっていた｡
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表2 京都府画学校四宗教則一覧
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北宗の教育は､運筆､罫絵､臨模､写生､賦色､布 置､口授の七科によって構想された｡運

筆は全ての級で行われたが､罫絵は六級から三級までの凹期に限られ､臨模と写生は第五級か

ら､布置､賦色､口授は第四級から加えられた｡口授は画論 ･画法 ･鑑定などの講義で毎週水

曜日の最後に30分間行われた｡浄写に対 しては採点により順位を付けられることになっている｡

運筆手本 としては､略画､滅筆花井､滅筆樹木､減筆慶事舟車､禽獣虫魚､人物の順に進み､
臨模手本としては小景花井､小景IJI水､中京､密両の順に進んだ｡北宗において特徴的なのは､

罫画の授業を2年にわたり行う実学的要素を加えている点である｡北宗教則草稿の中に､画学

校の校則には認められていない工業課についての規定も設けられているように コ̀.''､産業界との

関係に配慮 した楳嶺の構想がよくあらわれている｡

西宗を除く東南北三宗の科 目を整理すれば､述筆法､模写法､写生法､着彩法､構図法を中

心としており､基本的にはよく似た構成となっている｡ しかも､その中核となる項目は､近世

に諸種の画論で知 られていた画の六法L｣7-に対応tしたものと見られ､近世の画塾における教育

を継承するものといえる｡ただ､三宗においてはより理論的整合性を追求 した傾向がうかがわ

れる｡また､このうち著彩法と構図法については､応用画制作を行わない限り､結局他の遅筆法･

模写法 ･写生法の学習の中で学ぶしかない課題である｡にもかかわらず､応用画制作への展開

が希薄なところから､科 [∃として重視さゴ1ていたのは運筆法 ･模 写法 ･写生法の三法と考えて

良い｡興味深いのは､狩野派の画塾教育の記述 -洲からもうかがえるとお り､近世画塾の教育

では道筆法 ･模写法がその教育の中心に置かれることが多 く､写生はどちらかといえば自由研

究的位置づけであった.にもかかわらず､教則では写生法がかなりの重みを持って科 目の中に

取 り入れられてお り､ここに写生に対する視点の変化が生まれていることを示 している｡

凹宗いずれにおいても､-塾でおこなわれているため､教室はひとつ しかない｡Er述系の授

業については､該当する生徒の数に合わせて日を決めて行っていたものと考えられる｡基本的

に画学校の授業は､各自の与えられた課題をJ]々反復練習により肖習するものであ り､ときお
り巡回する教員の指導を受けながら､学習成果として浄写を提出して評価を受ける方法がとら

れた｡全般的に評価の基準は技術的な達成であったとJiltわれるO実技から講義まで教授内容は

さまざまであったものの､基本的に室内は全て座業であり､机や椅子は使用されなかった｡当

時の授業風景を見たならば､近世のPIJI'塾とさほど異なるところはなかったものと思われるO学
校に椅子や画架が使用されるのは明治35年からであり､さらに時rE'='日が必要であった 12"10

このように画学校の教則を概観するとき､西宗を除いて考えれば､彼等が行おうとした教育

は､近世に源流を持つ画数を雛形にしたものといえる｡ しかしそれは､近世に比べて修業年限

も科 Erも時代に適合 した明確さを見せて､合矧削 こ亜現されてお り､多少なりとも他の門流へ

のまなざしも準備されていた｡こうした近世から近代にかけて絵両教育の現場に生まれた展開

がそのまま保存されているのが､画学校の教則である｡

3.校舎と生徒

京都市立芸術大学芸術資料館には､明治 13年7月頃に描かれた､画学校校舎の構想図面が

あるo現在､直入と楳嶺によって描かれたものが逝されているが､開校時の教員がどのような

教育を構想 していたか､これらの図から推測することができる.

この図面を描 く際に､その敷地として想定されているのは､東西70間､南北30間という沌

形をなす形状と面積を持ち道路に南面する立地で､これは､明治26年に美術工芸学校の校舎

が建てられることになる御所東南l朋の校地に近似 しているOこの場所は､l靴台11年の槙村知

事から境島根県令に宛てられた書簡に､すでに画学校の校地予定地として記されている{州.ち
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ちろん画学校開校当時､状況は校舎の建設などという段階には至っておらず､未だ夢物語では

あったが､だからこそ､彼等の思い描く教育の姿がそこに現れていると考える｡

まず両者とも､表門から正中線上に蓮池と講堂を置き､その両翼にそれぞれの教室を対称的

に配する形式をとり､近世以来の藩校郷校の形式に倣った可能性がある｡当時の学校に対する

基本的なイメージが推測される｡両方の校舎に共通する点は､各宗とも-塾とし､専用の棟あ

るいは室に分けて独立させる点､女塾を別に設ける点､賄方 ･食堂と事務室を設ける点である｡

主要な建物の平面規模としては､食堂を併設した公堂が東西十二間､南北九問､各塾舎と事務

所が東西七間､南北五間と等しく､校舎の基本構成を含め､全休の規模については､府側から

試案が提示されたのであろう｡

しかし､楳嶺と直入の構想には､異なる点がむしろ多い｡楳嶺の図では､塾合と同規模の工

業所 伽 を設けるとともに､病室と浴室までそなえるなど､附属施設の充実を求めており､さ

らに､敷地内に運動場を備え､花井臥 菜園､果樹園､養魚池､養驚池など実ノ削∃的の園池ま

で設けている0-万､直入の図では､附属施設に対する記載は抑制されており､基本構造に対

する構想を重視している｡直入の主張は､各塾の独立性を高め､東西南北の方位に準 じた塾舎

の配置に工夫を見せたもので､玄関､便所に加えて手本や器械を納める土蔵まで塾個別に設け

ている｡楳嶺が四宗の独立性に柔軟であるのに対して､各宗内の教育に､共同で指導する体制

を指向した直入が､宗どうしの連携についてはむしろ一線を画したことが興味深い｡従って直

入図の女塾も､意識的に匹Ⅰ宗に細分されている｡加えて､直入の女塾が男子の塾と事務所を介

して隔離される構造となっているのは､彼の儒教的思考の反映と見て特徴のひとつとしてよい

だろう｡両図の違いにより､直入にとっての匹卜宗教育に対する自負心と､楳嶺の進取の気風と
工業課に対する関心をうかがうことができる｡

工部美術学校では､初級者と上級者を区別して二つの教室を設けたが (1二'､画学校では複数教

室を設けた記録はなく､各宗とも一つの教室であった｡学校という語から､あたかも各級が教

室として存在 したかに錯覚するが､全員がひとつの教室の中で同時に学ぶ授業形式であった｡

校則の第三条に ｢宗毎ニー塾ヲ置キ｣としたのは､この意味と思われ､それは単に少人数であ

るがゆえに､結果としてそうなったというより､当初からの構想によるものといえる｡これは､

感覚的に馴染んだ近世以来の画塾の習慣が温存さjtたものと考えられるが､現実の問題として､

異なる技量の者が共同して学習することの教育上の利点を､積極的に評価したものと考えるこ

とができる｡

このように多くの期待を込めて構想された独自校舎であったが､実際の画学校は､御苑内旧

准后里御殿 (2年4ケ月)にはじまり､河原町織殿 (2年 7ケ月半)､才Ill/J､路勧業場跡 (4年6

ケ月半)､御苑内博覧会東館 (3ケ月)､知恩院内通照院 (3年うち2年は京都市美術学校)と､

仮校舎を点々と渡り歩くありさまで､とてもこの図面に見るような構想を生かすことはできな

かった｡

四宗画学校が､7年半にわたる教育を行いながら､教育成果を十分に示すことができなかっ

た理由のひとつとして､明治27年の御所東南隅校舎の竣工まで仮校舎での教育が続き､設備

面の不備が慢性化していたことはあげてよい｡だが､入学対象とした生徒の資質に対する要求

と､教育課程にも問題があったと考えるべきであろう｡

入学は満 14歳以上または下等小学校卒業生以上 (早ければ 10歳で入学が可能であった)に

認められたので､一般的には17歳 (早ければ 13歳)で卒業を迎えることができた｡こjlは､

工部美術学校の入学基準である15歳以上30歳以下 (女子は10歳以上20歳以下)､東京美術

学校の入学基準である満 16歳以上満25歳以下に比べて､早 い入学を認めるものであり､絵画
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の全般を尊P朋勺に学ぶには､やや年齢が低かった｡

修学期間は､経験者で3年､初学者で6年という工部美術学校や､5年の東京美術学校と比

べ短く､平均的な能力の生徒が､卒業時に十分な技能に至らないことが問題とならないはずは

なかった｡四宗が改組される明治21年の校則改正では､修業年限を5年に改め､卒業までに

習得すべき授業を増して､場当たり的ではあるが対策を講じている｡

明治 13年末時点で80人の定員に対し､生徒は23人にすぎなかった｡正規募集の他､lュ月

には変則生という名で､年齢を問わない聴講制度を開始していたにもかかわらず､その募集は

かなり難航した｡根本的な問題として､需要を考えず大義名分を以て設置された学校だったか

ら､募集を呼びかける対象すら手探 りであったことは注目すべきである｡問題は､学校自らに

求める生徒像が描き切れていないことだった｡

校則によれば､生徒に寄宿生と通学生があった｡その比率については不明だが､明治 14年

に寄宿舎規則が制定されているため､実際にこの制度を利用する生徒がいた可能性は高いり-'O

当然寄宿生には学費の他に入寮の費用が必要だったから､生徒の負担も重く､そのために給費

生の制度が設けられた｡これは学費と寮費の減免規定であったが､学校予算が潤沢でなかった
こと､後に田能村直入が､自身の学校を作る理由のひとつとなったのが､この給%'･制度が機能

しない点であったことを考えるとり1㌧実際にどの程度実施されていたのか不明である｡

生徒の負担に日をむければ､避けることができないのが学費の問題である｡画学校の学費に

ついては､｢府立学校規則附録京都画学校則｣ `̀肘に示された規定が適用されていた可能性があ

るが､実際にどのように運用していたのか､四宗画学校期の実態を示す明確な記録はない｡仮

校舎での授業と生徒不足の状況から考えると､当初はある程度弾力的運用をしていたのではな

いかと考えられる 兆̀'｡

画学校が明治22年に京都市へ移管される際には ｢京都市画学校ハ市税外特別ノ経済 トシ左

ノ各項ニヨリ市参事禽二於テ之ヲ管理スルモノトス｣として ｢画学校ハ授業料雑人等ヲ以テ総

数二充ツ｣｢画学校ノ収支預算ハ毎年度之ヲ議定シ残除アル トキハ翌々年度へ繰越不足ヲ生ス
ルトキハ京都市禽ノ議定スル所こヨル｣｢画学校ノ収支決算ハ翌々年度二於テ譲合二報告スル

モノトス｣とその予算編成の基本を定めている{m.当初から独立した経営を期待されており､

現在見られる公立学校法人に類似する経営方法がとられている｡画学校は開校当初から､府か

らの補助金なしでは､基本的に立ち行かなかったことや､移管にともなう運営上の混乱が将に

見受けられないところから､この経営方法は､府立画学校時代の経営形態を継承したものと考

えている(与ポ)0

明治22年度の授業料雑収入は67975円とされ､同年の学校経費 1971円の 1/3を占めている

ので､残る2/3は税金等からの補助を受けていたことになる｡京都市美術学校となった明治24

年の記銘では､1･2年生は月30銭を､3年生は月50銭を納めていたとさゴ1ており､先の校則

からみて､妥当な金額と思われ､画学校時代もこれに準じたものであったと考えてよいだろう｡

その他､通信教育も校則上は考慮されているが､実際に行われたことを確認できる資料はない｡

明治 17年に玉泉が検討した東宗教則では､この通信教育は卒業生を対象とする補肋的な制度

と位置づけている｡

5.四宗画学校の改組

匹I宗画学校が廃されたのは､明治21年2月の校則改正に従って､3月1日に東南北三宗を東

洋画の-専攻に改めた時である｡校則の改正は､ただちに教則の変更に反映されるべきもので

あったが､この時に行われた改正については､詳細な内容がわからない｡ただ従来の宗別に三
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等教員が専門担当する教育方法から､教員群による共同教授制に移らざるを得なくなった点は､

基本的な変化として理解できるO生徒からすれば､従来の一対一から一対多の教授関係への変

化である｡指導方法の大きな転換にあたり､校内でもなかなか教育の具体的な進め方がまとま

らなかったことは､当時のめまぐるしい教員人事にあらわれている｡

表3に画学校期の主な職員の在職期間を示した｡凹宗画学校時代の画家側の束ja役となって

いた旧能村直入が校務を退いて以後､画家たちの指導的立場に立つ画家がいなくなったことは､

その後の学校運営に大きな影響を与えた｡

校則改正が行われた2月に､改正を承伏しかねた鈴木松年 ("'が辞職する｡田村宗立 -JLJ'､望

月玉泉､巨勢小石は､その後しばらくは教員を務めたが､同年 10月に小石も辞職｡翌年 4月

には玉泉､その10月には宗立と立て続けに辞職して､旧来の教員たちも大きな変化の中で教

則の再編に息切れし､退陣するはかなかったようである｡また､事情を複雑にしたのは明治21
年から新たに任命された嘱託教授であった｡

嘱託教授は､従来の三等教員にあたる教諭に加えて､給料を支払う正規の教員として新たに

任命された｡給料の水準は教諭同等かそれ以上なので'JL'､教諭との違いは学校運営への関与の

度合いなのであろう｡当初任命された者の大半は､画学校出仕をつとめる者であった｡この任

命によって従来4人しかいなかった教員が一気に倍加することになり､画学校の改革にあたっ

て､教員の充実をひとつの方策としたことがわかる｡

明治21年中に嘱託教授を任命されたのは､今尾寅年 1̀2'､小田半渓り"､岸竹堂山'､幸野楳嶺､

原在泉 仰'､森川曽文 HFい､大角成充HT'､久保EEl米俺である｡かつての四宗にあてはめると､東

宗は今尾景年､原在泉､南宗は､小田半藻､北宗は岸竹堂､幸野楳嶺､森川曽文､久保田米倦､

画学校出仕のほとんどいなかった西宗では大角成充が嘱託教授となった｡しかし､楳嶺と在泉

以外は皆､-年の内に退任してしまう｡彼等は､四宗画学校以来の教諭とともに､新たな教育
計画の策定に関与したと考えなければならないが､師弟関係を離れた共同教授という現実には

末だ､実りある協議が成立し難い状況であった｡直入の期待した複数教員による共同教授とい

う願望は､図らずも四宗画学校が廃されてようやく実現したが､その方法が軌道に乗るために

は､さらに時間が必要であった｡

混乱する学校の中をまとめる必要があったため､明治22年2月に楳嶺は教頭心得に任命され､

教員を統括することになる.この年新たにLIJEEl文厚 (IH-､駒井龍仙 州̀､菊池芳文 S̀O'ら､塩川文麟､

楳嶺門｢丁が教諭､助教諭に名を連ね､四条派の渡辺秋渓t-'L'が助教諭となり､池田隆三郎､楯

戸在勤､安岡昌龍､河蓮華挙らが雇として加わるが(rJl'､大半は一年も経たないうちに退任し､

酉洋画科廃止にともなう混乱の中で楳嶺も翌23年4月には辞鳩目ノている｡この間､明治21年

巨勢小石の辞職により南宗系教員は不在となり､西洋画科の廃止によって田村宗立の後任とな

った疋田敬蔵 脚 も23年 5月には退任｡東洋画のみとなった絵画科は東宗系の原在泉､榊原文

翠と北宗系の鈴木瑞彦､岸九岳をil舶こ建て直しを図らざるを得ないまま､京都市美術学校への

改組を迎えるのである｡

教則と絵手本を見る限り､もともと北宗と東宗の教授桃成に大きな違いはなかった｡教員の

目まぐるしい交代の中で､教則の統一に対する障害は次第に縮小し､画家教育課程の統合と図

案家教育課程の確立という展開によって､画学校は､美術学校から美術工芸学校へと脱皮する

ことが容易になったものと思われる｡

それでは､このようなかなり乱暴な改革に踏み切った理由はどこにあったのだろうか｡産業

界の期待に応えるために､四宗画学校の教育に限界を唱える意見があったことは背景としてあ

ったのだが､表 1に示したとおり､明治 19-21年の間の学校予算は､その前年にあたる明治
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18年の 1/3から1/4程度まで減少して､危機的な状況に陥っていた｡理由といえば､当時京都

府では琵琶湖と京都を結ぶ疎水事業のために､巨額の資金が必要とされ､画学校に回るお金が

なかったという現実によるものである｡ほとんどが人件費だった当時の学校予算において､教

員の給料すらまともに払えない状態となり､経営そのものは破綻していたといってよい｡つま

り学校の改革は､こうした学校の危機的状態の打開策として必然的だったのである｡ただ準備

は調わず､人的､金銭的な裏付けがないまま行われた改革であったから､よほどの忍耐と意志

が持続しなければ､達成の困難な計画であった｡試行錯誤ばかりがくりかえされ､多くの人々
の苦労が集積したにもかかわらず､日に見える成果のない時期となった｡

こうした混乱に拍車をかけたのが､京都市政の施行により､明治22年 12月､京都府から京

都市-と学校の経営が移ったことである｡それにともなって､京都府の所管であった元勧業場

からの移転を余儀なくされ､とりあえず京都御苑内の博覧会東館に移転するが､三月ほどで知

恩院適照院に移り､民間の協力で凌ぐことになった｡京都市に移管された当初､生徒の数はた

ちまち4割減少しているが､これには西洋画科廃止の影響もあったものと見られる｡この時期､
経常と数学のみならず､教育環境においてすら､混乱をきわめていた0

画学校改組に関わる修業年限と卒業の取り扱いの変更について､詳しいことは分からない｡

しかし､卒業記録の内容から判断する限り､5年に改めた修業年限については､普通画学科3

年に専 門 画学科2年という課程で進級する方 法 をとったのではないかと考えている(51'｡ちょう

ど明治22年から東京美術学校でも教育活動がはじまるが､こちらは普通科2年に専修科3年

という区分で5年の課程を構成しているので､課程を前後に分けることは､分かりやすい方策

として実施しやすかった｡ちなみに､明確な資料を提示できないもどかしさがあるが､京都市

美術学校へのカリキュラムの連続性を考慮すれば､一年を修学単位とする学年制度が生まゴ1る

のは､この四宗廃止に関わる校則改正によるものと思われる｡

画学校時代の卒業生は､表 1に掲げるとおり極めて少なく､その生徒数と卒業生の数を比較

すれば､課程を終え卒業に至る者は希であったoこのような状況が生まゴ1た背景には､当時学

校卒業者に対する現実的な利点が明確でなかったことがある｡今日の学校卒業が､上級学校へ

の進学や就職活動に絶対的な条件となることを思えば､当時の生徒が卒業によって得られるも

のは､ほとんど明瞭さを欠いていた｡校則では､卒業生で優秀なものは出仕あるいは校則 こ推

挙されることになっていたが､こうした単なる肩書にすぎない身分は､安くない授業料に見合

うものとは映らなかっただろう.少なくとも匹l宗画学校時代､地方の中学校などの図画教員に

なる道({''"があった西宗以外の専攻で卒業に対する認識は低かった｡

それでも､東宗と西宗は改組されるまでの7年半の間にそれぞれ13名の卒業生を送り出して､

学校の存在意義を示している｡そして､凶宗改組後に生まれた普通画学科は､京都市美術学校

となるまでの3年間に30名の卒業生を出した｡そのうち､かつての東南北≡宗を併合した東

洋画の専攻者は9名にとどまり､他の21名は西洋画の専攻である｡また､普通画学科の上級

課程である専門両学科へは､先の30名の中からも進学しており､西洋画専攻者から10名が卒業､

他に専門画学科からの入学による卒業生2名があった｡重複を除外すれば画学科画学校時代の

卒業者として､32名をあげることができる｡ただし､実際のところ四宗改組後の2年間は､西

洋画科の廃止にともなって同科生徒を卒業させる必要があり､編入や繰り上げなどの対応をと

った痕跡を見せて､変則的に卒業を認めたことがうかがえる｡

南宗に卒業生がいない理由としては､教則改正にあたり､9年の修業年限としたことと無関

係ではないだろう｡四宗画学校は7年半で改組されたため､9年の卒業年限に達することがで

きなかった｡中級以上の課程を履修する生徒がいたことは､確認できるため(5い､対象となる生
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徒がいないわけではなかったが､修学満たず､繰り上げや飛び級でも行わない限り卒業に至ら

なかったのである｡生徒の側にも教員の側にも卒業という成果を出すことに対する意欲が欠け

ていたとみなさゴ1てもしかたがない｡

また北宗が卒業生をLllJ.していない理由はさらに不明である｡明治 18年には2級生6人の存

在が確認できるが､その後彼等は卒業していない｡南宗以上に生徒の側にも教員の側にも卒業

という成果に対する要求が欠如していた｡ひとつの可能性として､開校当初からあったとされ

る､文麟派と鈴木派の確執のようなものが､影響したことは考えられる｡当時の美術教育全体

を見れば､画塾の勢力は大きく､その影響が学校に強く反映すれば､未だ成果の不明な学校教

育の方がおろそかにされやすい傾向があった｡学費の負担も考えれば､学校の課業については､

体験的に入学する者が少なくなかった可能性がある -̀'7'0

6.絵手本と教則

近世以来､絵画教育に欠かせないのは､手本となる教材である｡先の教則においても､絵手

本を必要とする運筆と臨模は､基本的な科目として多くの時間が割かれている｡しかし教則は

あくまで教則であり､実際の教育をそのまま表現しているわけではない｡むしろ､理詰めで作
られた教則は現実の前に.様々な変更を加えられて実施されたと考えるのが適切だろう｡当時

の教材として使用された絵手本は､現在もかなりの数が京都市立芸術大学に残されており､文

献としての限界を持つ教則の実際を知る手掛かりとして､貴重な資料となっている｡

画学校時代の絵手本の台帳というものは遺されていないが､絵手本の存在を確認できる最も

古い文献は､｢明治廿一年十二月未調査控現在校有晶調査｣と書かれた目録である(58-0この記

録によって､四宗が画学科へ改組された直後の絵手本の概況を､知ることができる｡しかし､

この日録に示される内容は､現況との比較が困難であるため(･-")､京都市立美術大学時代に､こ

れら絵手本を台帳に記載した際､便宜的に行われた画題別分類に従って､画学校に関係すると

思われる絵手本を選別したのが表4である(仙)｡

総数は1103点で､大きくJLtl宗画学校期のものと､四宗のうち東南北三宗が東洋画専攻に統

合された後の画学科画学校期のものにわけることができる｡遺された資料の数量比でいえば､

前者が八割弱､後者が二割強となっている｡酉宗および西洋画専攻のものは､ここに含まれて

いない｡従って､東南北三宗及び東洋画専攻で使用された絵手本を数えれば､東宗 55点､南

宗679点､北宗 117点､画学科244点､専攻不明 8 点となる｡三宗の絵手本のうち､実に3/4

が南宗の手本であることがわかるが､これは､池田雲樵 (6日の手になる南宗資料が526月と､

極端に多いため膨大な資料となっているので､乗宗と北宗に限っていえば､決して多く遺され

ている訳ではない｡東南北三宗の絵手本は､紙背に直接あるいは貼紙によって｢丁東｣｢丁南｣｢丁
北｣の符号が記されていることが多く､どの専攻に属するものか判断しやすい｡

ちなみに､西宗に絵手本はなじまないように見えるが､教育に用いられる参考資料として用

いられた教材はあった(62-0しかし､大半は消耗したらしく､現在その大半が確認できないo

校則に､絵手本は教員自身が制作することと定められている｡現在確認できる絵手本を見て

も､弟子あるいは他の画家によって制作されたと考える根拠はなく､大半は教員自身の手によ

るものとして問題ない｡池田雲樵のように多数の手本に捺印する教員もいたが､必ずしも自ら

の手本に捺印するとは限らなかった｡無印のものには後に裏面-別筆で作者名を記す例もあっ

た｡作者を示す印影としては先の雲雅印の他､草野楳嶺の梅嶺印､幸野印､豊印､鈴木松年の

松年印､巨勢小石の巨勢印､小石印､望月玉泉の望印､望月印､森寛斎の寛仁11､今尾景年の景

年印､森川曽文の曽文印､絢印､中島有章の有印､原在泉の原印､山田文厚の文厚印､小田半
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表4 京都画学校現存臨模 ･運筆絵手本一覧
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渓の半群洋rJ､小那 口などをあげることができるo教員による絵手本のみならず､生徒の制作品
を参考のために遺している例もわずかにあり､四宗画学校期のものとして1点､画学科画学校
期のものとして32点が確認できる L"'o

画学校の臨画手本は､その多くが唐紙に描かれ､裏打ちされた状態で使用された｡北宗の教則

草稿では一番唐紙を用いることが推奨されているが､実際にはもう少しなめらかな紙質の二番

唐紙が好まれたようである｡周囲に補強のため茶色の紙を廻しているものもある｡その基本的

な大きさは､縦31cm､横 34.0cm程度で､多少のばらつきがあるo同一の図を複数描いたものが､

しばしば見られ､南宗の絵手本では同一作者による複数の組み物が確認できる手本もある｡

その大半には画学校方印 (参考図版印 1)､または円印 (参考図版印2)が捺されている｡方

印のほうが先行して使用されたと見られ､円印を使用するのは四宗画学校の後半期から画学科

画学校期と思われる｡｢画学校東宗用｣(参考図版印3)｢画学校南京教室之印｣(参考図版印4)｢北

宗教場用｣(参考図版印5)の印も作られているが､使用される例は少なく､これらの印は凹宗
画学校の末期に補助的に使朋されたものではないかと思われる｡

まず東宗の絵手本について概観すると､大半のものに､六級から一級に至る各級の用途が確

認できる暫き入れがある｡これらを乗宗の教則に従って仕分けると､現存する資料は大半が教

則に対応したものと考えられる｡共通して見られる特徴として､運筆で使用する絵手本は主題

を単独で画面に描くが､模写の絵手本には画面構成や背景への配慮が見られる｡絵手本に著彩

画の比率が高く､墨画のものは六級で使用さゴ1たものしかない.五級以上の絵手本は､基本的

に着彩さhているところから､六級五級間では授業が教則を前倒しにして進められた可能性が

ある｡束宗においては､著彩の技術や､箔泥砂子など加飾法についての教授も行うが､全般に

基礎的な段階にあり､最上級の一級でも応用画制作への展開が希薄である｡

表5 東宗教則と運筆 ･模写手本の現状比較

束宗 現存 運筆 現存

模写六級 ○ 豊画/器物薬物 .菜読 .百花草木 ×

器物 薬疏 百花_=fT_級 × 塞画/草木.百花 .

菜疏 ○ 器具 百花 葉物川 級 ×

魚虫 ′ト禽樹石類 ○ ー虫 百花三級

○ 魚虫 小禽 山水 ○ 辛i-花 草木 動物類二級 × 禽獣 魚頗 山水 ○ lIJ水 動物類 有職絵巻物機

一 級 ○ 人物 動物 山水 有職人物 × 1l了融 密画 絵巻物類東宗の

絵手本には作者の捺印がないが､その大部分が､副教員の望月玉泉の作と考えざるを得ない｡

興味深いのは､北宗の鈴木松年の手になるものを東宗手本として使用している点で､協力関係

のあったことが推測される｡もともと校則には､教員欠席の時は他の教員がこれを補うべき旨fLi

=かれており､各宗に一名しか教員がいない状況下で､望月玉泉に何らかの事情があって､学

校に出られない期間､松年がその間の授業を分担していた可能性を考えても不思議ではない｡ちょうど明治19年 7月に玉泉は

雇に任命しなおされており､校務を万全にこなせない事情のあった可能性がある｡南宗の絵

手本については､その数に圧倒されるが､教則そのものが画題別に構成されているため､内容は

比較的わかりやすい｡南宗は明治19年の池田雲樵の死去により､選挙によって撰ばれた巨勢小

石-と担当が引き継がれたO教則に､教員は自らの手本を使用することが記されていることもあり､この時手本の増補が行われている｡従って同一図様の絵手本に雲樵､小石二人



手になるものがある｡南宗の習画課程は､四君子に始まり､花鳥､山水､人物の順に学ぶ画題中

心に構成され､墨､淡彩､著彩の)l酎二技術を習得するものである.上等では写生も行っており､

模写に始まり応用に展開して終わるのは､極めて正統かつ合理的な教育課程といえる｡

南宗の教則に示される大半の画題に対して､絵手本が存在しているが､獣斗酎ま極めて手薄で
あり､鳥虫魚頬も質量ともに充実しているとは言い難い｡実際の教育ではこのあたりは教則に

比してあまり重きを置かれなかった可能性がある｡さらに､中等及び上等の課程で主な課題と

している古画臨模については､｢明治廿一年十二月未調査控現在校有品調査｣に ｢古画臨模山
水花鳥 六拾一枚｣という記述があるのだが､これがどのようなもので､どの専攻のものか不

明であるため､手本の準備に不明な点がある｡その一方で､絵手本中には､下等の教授内容を

超える､著彩の花井頻鳥虫魚類の絵手本や山水図小品の存在があり､中等及び上等の課程には
こうした教員絵手本の臨模が加わっていた可能性が考えられる｡また､花井類は器物にまで展

開しており､山水についても楼閣家屋の一群を加えて充実させるなど､教則より絵手本を増補

する科目があり､合理的に設計された教則に対し､花井と山水を教育の重点対象として充実さ

せる現実のあったことをうかがわせる｡一方で､人物は教則上､上等の後半で教授の対象とな

ったが､人物は山水点景を除くと､ほとんど絵手本がなく､教則どおりに人物十八描法の手本

が遺されているものの､あまり充実を見なかった科目と考えられる｡

表6 南宗教則と運筆 ･模写手本の現状比較

南宗 現存 下等 (墨画) 現存 中等 (臨模) 現存 上等 (臨
模.自画)六級 ○ 蘭竹 ○ 蘭竹 △ 花井

五級 ○ ○ 梅菊 △lLL一決 ○ 木石蒼蓄 ∠ゝ 花井 △ LLt水

三級 ○ 花井 .果銃.鳥虫魚 ∠ゝ

花鳥 ○ 人物二級 ○

山水 .点景 △ 山水 .点景 × 人物-級 ○ 獣 × 人物

.獣 ×○は教別に明確に対応○△は教則と明確に対応しないが臨画用絵手本が存

在するものo画学校南宗の蔵初の課程は3年の下等教育であり､その基本は塞画である｡9

年という南宗の修学期間はかなり長く思われるが､画学校の入学年齢や近世における画家の修

学期間(LH-を考え併せれば､むしろ速成に走らない態度を見せて筋が通っている｡ある意

味で､教科書的な習画教程をとることができたのは､この修学期間の長さにあったと思われる

｡南宗生徒が実際に3年ではなく9年を以って卒業したことを示す記録はないが､下等 3年を

以って卒業した者はいない｡膨大な絵手本の存在もあり､先に触れたと

おり中等以上の課程を履修する生徒の存在を考慮すれば､概ね三等十八瓶の教程が行われたと考

えて問題ない0また､東宗同様に､北宗教貝鈴木松年による絵手本が､南宗においても使用

されている｡松年による絵手本は巨勢小石の制作した手本と同様の装丁となっているため､四宗画学

校末期の明治19-21年頃のものと考えてよいだろう｡この時期東宗でも､松年が絵手本を制

作 しているが､その際の連携が南宗にも及んだものと思われる.明治 19年から明治21年に

かけては､池田雲樵の死去と望月玉泉の関与後退が重なり､また南宗を担当した小石も雇いであったため､微



表7 北宗教則と運筆 ･模写手本の現状比較

北京 現存 運筆 現

存六級 ○

略画 /五級 ○●
減筆花井 ○ 花井小景四級 ○●減筆樹石 ○● 山水小景

三級 ○● 減筆屋宇舟車 ●人物小景二級 ●禽獣虫魚 × 中 景一級 ○
● 人物 × 密画○は楳嶺による絵手本o●は松年による絵手本北宗の絵手

本についても､南宗同様､教員交代の影響を受けた｡開校後半月で副教員を退いた百年はとも

かく､副教員となった草野楳嶺にしても翌年4月に辞職しており､その後は明治21年に北宗が

廃されるまで､後継した鈴木松年のみが担当した｡このような経緯から北宗の絵手本は楳嶺 ･松

年両者の手になるものである｡北宗で使用されたと見なされる絵手本は 117点あるがそのうち

82点は6冊の画帖形式に装丁され､他の絵手本と異なる扱いがなされている｡この画帖作

者は､楳嶺塾の絵手本との比較から事野楳嶺と考えられている帆｡この6肝の画帖のうち5冊

にはそれぞれ､教則の科目に対応した外題がつけられており､使用目的､制作意図がわかる｡

ただ､楳嶺が教員をつとめたのは､最初の募集時に入学した生徒に対する半年にすぎなかったし

､当初の生徒数は四宗あわせて23人とされているため､北宗に限っていえば､数人にも満た

なかった可能性がある仰｡この楳嶺による絵手本が､生徒の指導用として直接使用されたものか､見

本的な用途を以て画帖に装丁されたものか､なお不明なところがある G̀7-0この画帖が利用された

のはむしろ､楳嶺が画学科の教員として復職して以後であった可能性もある｡絵手本は､

教員の制作したものを使うことが求められていたため､楳嶺の後任として北宗担当となった鈴

木松年も絵手本を制作した｡楳嶺と松年の確執はよくいわれることだが､画学校の教育に関し

て､あからさまにこれを否定した梯子は見られない｡教則は楳嶺によって検討されたものであったが､先にも指摘したとおり､その科目構成は､図紋卦画を除けば特に流派の

拘束を受けるものではないため､大筋でこの教則に従うことに問題はなかったo北宗の教程

では表 7のように､絵手本と課題との対応関係が見られる｡生徒数や就任期間を考えれば､松

年もかなりの数の絵手本を制作したものと思われるが､遣るものは少なく､教則をながめつつも

､独自の見解を以て絵手本を作成指導していたことは考慮すべきだろう.匹拐;画学校澱末期

の女子生徒であった上村松園の回想には､六級の時花井 25枚の絵手本を綴 じたものを使用し
たと語るが 柵､回想の記憶が正しいとするならば､語るところの各級の課題は表7とズレが見

られ､必ずしも教則の厳格な適用にこだわらない様子をうかがうことできるC 松年による絵手

本については､各級で使用されたと思われる手本が断片的に遣るにすぎないo画題によって､

表 7のように各級の授業に当てはめることは可能だが､その使用法については不明な点が多い｡このあたりは､教員の交代にあたり､素直に

同一図様の絵手本を再制作 した南宗巨勢ノト石の場合と異なる態度といえる｡四宗が廃さ

れ､乗南北三宗が東洋画にまとめられた直後の教則については､詳しいことがわからない｡四

宗画学校の教則と明治25年の京都市美術学校教則 仰 の中間的なものと推測することはできるので､基本的に運筆系､臨模系､写生系の授業から構成されていたことは変わ



ないと考えられるのだが､具体的な絵手本の使用実態は不明である｡

絵手本の現況から推測すると､幸野楳嶺及び森寛斉､中島有章の手になると見られる ｢臨｣
｢勾｣｢白｣の分類が記入された絵手本については､｢臨｣は臨模用､｢白｣は白描用､｢勾｣は

同じく白描系ながら骨猫にあたる鈎勤填彩法用の絵手本､すなわち著彩実習のための教材であ

ったと考えることが可能である｡｢臨_には甲乙丙の三つの分煙があり､基本的には著彩の絵
手本となっている｡森寛斎､中島有章は､教諭や嘱託教授の任命は受けておらず､教員として

の責任はなかったのだが､画学校出仕でもあり､学校あるいは楳嶺に請われて協力したものと

考えられる｡

楳嶺印をともなう ｢疎｣の分頬のある絵手本は､数も少なく､使用目的がわからない｡同じ

く楳嶺印のある ｢速｣の分頻のある絵手本は､応用画学科速成科用の絵手本と思われ､ 甲乙の

別がある｡応用画学科-の対応は､画学校開校当初から工業課に対する関心が強かった楳嶺自

身が､担うことになったのであろう｡
山田文厚が担当した絵手本に表れる ｢和甲｣という記号の見える絵手本は､墨画による比較

的単純な運筆手本であり､彼が基礎教育を担当していたことをうかがわせる｡この他､使用方

法はわからないが､教諭あるいは嘱託教授に任じられた者のうち､原在泉､森川曽文､今尾景年､

小田半漠､岸竹堂の手になる絵手本が遺されており､複数教員による指導の実態があったこと

を確認できる｡興味深いのは､楳嶺退任後の明治23年 10月に楳嶺が制作した絵手本が既つか

見られる点で､不本意な退任となった楳嶺が17り)､職を維れた後も学校への協力姿勢を失ってい

なかったことがわかる｡

7.あわりに

画学校で行われた教育について､現在わかることは決して十分なものではない｡しかし､明

治 13年から10年余りの限定された期間を対象として､異なる門流の絵画教育の課程が､その

教材とともに遺されているということは､たとえ不完全な状態といえども､幸運な出来事であ

る.それは､近世的な画塾教育の影響を色濃く遺しながらも､近代孝明期の雰囲気を伝えて､

絵画の進む方向を模索する当時の有様を､具体的に現代の我らに提示してくれるからである｡

整備された最善の教則に従った諸派共同教授の夢は､各の持つ長所を習得して､優れた絵画

芸術を生み出すところに求められた｡画学校の教育は､近世の絵画教育の.馴各を拠り所としな

がらも､近代化への合矧的な工夫をうかがわせて､その理想を実現しようとする試行錯誤に満

ちている｡そこに新しい時代を声高に希求することはなかったが､時代の求める日本絵画の方

向とは､やはりそこに求めるよりなかったに違いない｡

匹Ⅰ宗画学校という名の下に広く諸絵画の良所を求めた点は画期的である｡ただ未だ共同教授

の機運は成らず､本来の成果が発揮できなかったことは残念なことであった｡求める生徒像を

才t''rlは きれないところから､学齢や修学期間など教育制度の設計にはひずみが生まれ､独自校舎

を持たず､資産も少なく､慢性的な予算不足が生み出す不十分な教育環境は､そのまま優秀な

卒業生を送り出すことのできない苦悩へと結びついていくのである｡

≪浅≫

(i)拙Ji::JA｢画学校出仕について｣(r京都市立芸術大学芸術資料館年報｣ 第 18号o平成21咋 3J=J.京都11J立芸
術大学芸術資料館編O同館雅行)

(2)柿木雅邦が ｢木挽町起所｣(rl重い](lI･1約3号(明治22年12Ilo15-20貞))に紹介する､i.lf末llJl奥絵帥家に
おける門弟教育の有様がよく知られる.緑川=J絵師として組織化された狩野派の､臨摸をIE,心として盤イJ指J'さ

れた教育方法が記されている｡
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(3)佐々木水､Ii･｢r平安人物志｣にみる京画壇｣(F｢京の絵附 まLT花わ和し｣展剛 ,I/(i1998年 10月｡京都文化性
物郎うt:u了.)

(4)I.JfJl雛i三1.論文O

(5日 L価 利l■'j:人 (1814- 1907)L'LJ_後竹UIr(現竹EElfF)に生まれる｡川縫付竹川に師部し､のちに田能柑Jj,i_を鮮

いだO天保 5'rF･大坂に移り､明治元年京都に入る｡同24年何方iIIJ咋 校を開設｡同30年にu本南画協会を
結成する｡

(6)串野楳桝 (18｣｣～1895)1京都に生まれる｡FrJLLr派の申JtJj来ii'iJJu粂派の塩川文隣に師事し､文麟没後その
-l"ほ 率いた｡明好日9年に庶都古iF絵画研究会を主宰し､IT1123咋に京都美術協会の設立に尽jJす｡同26
咋′.1.'L等技芸Ljとなる｡

(7)久仙illl米価(1852-1906)京郡にtl-1まjtるo鈴木百年に師恥 l).1川絵Il珂共進会やIjJ同勧業博 三ゞ会などで受･lli･｡明
好日91E:･京都ilJJ-if･絵画T)r究会を結成｡同23年京都美術協会を紙成.l'･J24咋r囲山新Iiuiに入社し記者となったO

(8));t都仙巾学校に先行する絵l郎 )也(門学校としては､他に東もL-の加藤両学校 (J州fH0年)､彰技生 (明汗,Il2年)､

大総学舎 (明約12咋)や大阪の菱洲餓 (明治12年)があった01ナてtI:(:･El1riの私IL/二両学校で､明治28咋まで

?,)'Lいた形技･i:tを除くと､短命であった.

(9) l'[.jilS美術J'-i'=校は､F州缶9咋11月に創立､同15年に閉鎖され､l司16叫に廃校となったo予科はショヴアン
二 ･ヴインチェンツオ･カペレッティ (9-C_1887)､触学科はアントニオ･フォンタネ-ジ (1818-1882)､
川多刻利はヴインチェンツオ･ラグーザ (184111933)の3人のイタリア人X.術家が受け持った｡フォンタネ

ージは病'Jtのため2咋で帰匝lLたため､フェレッチがその後1T.となるが､生徒の不満をll_riい､アツキレ･

サン･ジョハン二に交代した｡

(10)tl川 11-_泉 (1834-1913)繋月玉川の子として京都に生まれるO'jIJ,I;=L家に什え､安政2年 (1855)のI),]出造
営,IE･)応･'3咋 (1867)の明治天皇即位に際し御用両をつとめる｡女学校および盲lTBF_院の教諭も北任｡同37

年 (1904),稚-･'峯技芸L=lとなる｡

(ll)小III:.造 (1860-1927)戯i"Tに生まれる｡形技量に学ぶ.IUJif,Il2年l;(附 二移り､東山双林寺で開催された
欧IIlii腿旺会にHI.品｡同25年油絵展覧会を開催o同26年田村;;;.=立らと辿[†展開催 ｡同,30年代石版やコロタ
イプによる川版を手がける｡

(12)芥Il瀧Ill(1816-1899)越中に生まれる｡江戸に出て谷文兎､高久:御暮圭に帥 J̀け るOその後大坂の篠崎′ト竹､
大分の広瀬淡窓､長崎のilJI･̂ 眺逸舟､京都の貰名荏翁らに';llぶ｡為りミl別には勤下派と交流した.rリ1約291l-'･

にEりくr*JHLhi協会を設立｡

(13)鈴木t̀1~咋 (1828- 1891)i;ri'都に生まれるo大文字で上御門家に什え､父鈴木l礼l号に師事するO｢平安人物志｣

に才,を辿ja､安政皮内袈道′.削･'11;XiA=:,!･ldffiu作に参加｡京都府博覧会､Iノ､沖ほゝ全面北進会などで受賞｡明拝rt20年-'.ゝ
Jl･:-道営の絵1旦那flJ作に参加｡

(14)rI′Tll一史j(Llli利56咋3月｡滋部†fl立芸術大学百年史qvITliii.委LIJ会編｡)ltA郎市:JI芸術大学発行)158頁 ｢555;(
郁LIfiiiil:校数川 (M 137)｣及び同jTIi-1661168頁 ｢66京都両学校教州 (M 16.6)｣｡

(15)rl′什 史｣((JIJlIti往14;i-i)158-164貞.｢56京都l-E哨:校東!,j三教州 (入/i13723)｣.｢58南宗画学教LlU(M137)｣
｢59北宗掛 E,搬州朋I.::)'(礼′l.13)｣

(16)｢62 久保川米倦古見-lt.｣(rEl一年史J(前掲注 14邦)164貞)､｢64 i;inSLlhJ′一才:校課業東 久保D:Ⅰ米倦私編｣(柿
咋史』(1'JiJIJqLij=14.り~)165Tl')の'l''i料が迫されている｡

(17)明治 13年7)jF両誌両学教則j(rTj'iI三ulj(前掲注 147EF)160-161貢)拙出の際､～ll,仕の筆所がFI='州J･)E才L-
であり､明汗㌻15咋第llLilF̂Jl封絵幽共進会において､直人ら画ノア:絞りu設を班試した画家とともに絵事功労褒

状を受けているのが耕才[-である｡

(18)い:勢小イl'(1843- 1919)Iコ:勢金親を父として京都に生まれるO絵を)LIE'辿山､中西排石に学ぶo京都府ILlll'学

校の後､火元美術学校教授をつとめる｡内国絵画共進会､州1ミl勧児帥托会などで受'正する｡明治･30年u本

l#illFli協会のAlり立に参加｡

(19)明.lfJ11.3咋版からI州台23年版 rEl本帝凶文部省/lF報｣によると､･I;.均で73人 (総数799人)と生徒数は今

少し少なくなる｡羽i告の-jlGiliE'=llが災なるためであろうOまた､この r文.･､.1吋lHl::flijの卒業生数記録にはか

なり火iltがあるものと見られる｡

(20)rll本,liL.'･Il､l文部省,'l:-･朝jによって明治14年から同18年の各級､各',j･.:のイf:_紙数が示される｡注 19のとおり､

学校側の.:,'Ll鉛と=T,主なる部分もあるが､全体の傾向は把握できる｡これらを比較すると､各宗の生徒数や等

級構JJEにかなりのばらつきがあり､IiJ'宗､北宗では走去lの六判増しの11:-がある.また､開き=占き (土岐LLlirf

人郎 rl;iJ;I;洋幽の梨明jgり 改訂版｡2006年12月発行.Elllbli,l!=];･i発才J-･067-68fi-)によれば､両学校の来期

において､lJLl-1L;I.:の生徒が坤川目して走11に倍する叶のあったことがI,Tt･えられている｡

(21)LElliIi･::校の学校歴については､i'T初の校州には明記されていないが､E州h18咋の ｢京都府両学校規則改｣E案｣
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(rt件 史』前掲注14乱 130頁)が､当杓の実態を示すものと考え､こjlによって補ったo
(22)工部美術学校では､フォンタネージの帰国により交代 した教員カペレソティへの不満から､多 くの生徒が

退学 し､秋Flの美術棚究会を起こした.また､師学校においても､鈴木松年の退任から華野楳嶺の再退任

に至る間の頻繁な教員の交代に際し､生徒のIl1遇も収夕酎こあったという伝聞がある｡

(23)明治14年9月3El大蔵省印刷局技手松井右金吾をTljlrJl,LL､府の印刷機を借用 して伝習生を幕張｡松井は伝

習を終え､同咋11月4日に帰局するo松井の帰局後もl朋 順 は学校に遺され､印刷局を設臥 画学校応初
の 例 刷 鮎設となった｡その開設の淵掛 二は開校当初の工業科へ期待があったと思われる｡明治15年5月に

は小原十二郎 児島福戒の二名が石版技工に任 じられ､やがて明治18年5月には画学校石版部印刷内規を

･/-iiめ､官比の求めに応 じ書画達文広告文規則書細 事摘 俳等の印刷を行ったO最初の西宗教貝小山三造は､
松=)Iの帰局直後の 11月25日に退職し､ただちに剛 ;保立がその後継を任 じられ､田村もまた石版を行ったO
退任 した小山は後に石版を行う店を開いている｡松井は明治17年8月に出仕に任命された｡

(24)小Irrが学んだとされる彰技堂の教則 (金子一夫 『近代日本美術教育の1i)l光一明治L馴 ヒ』平成 4年2月 ｡中

火公論美術LE'[版発行｡92-3頁)や､画学校に先行する L榔美術学校の教育内容 (青木茂 『フォンタネ-シ
とT.翻美術学校』l馴 1153年5月｡至文堂発行｡33-36･96-8封)と比較すると共通する要素が兄られるが､

pfJ一学校の教則では人物や風景といった画魅を明記せず､石,T;像の利用も明確ではない｡また､明治12年に

改定された如京師範学校教則に見る ｢図画｣の好日二示された予科から高等科に至る過程が､西宗教則に反

映 したことも推測される｡明治初期の専門教育 ･普通教育の概要については金子一夫前掲詳-の26-36則 二

よった｡

(25)明治16咋版から明治18年版 rE1本帝国文部省昨報』には､いずれも第一 .二級の南宗生徒が在籍 しており､

束宗､西宗の同級の生徒が卒業 したのと同様に､当然被繁も卒業 してよいはずであるoそれが卒業 してい

ないのは､帽業年限が 3年ではなかった誰 Lとなるが､一級を終えた生徒をどのように生徒数に参入させ

たかは不明である｡

(26)『百年史』(前掲往14番)161-164頁O二仁某課は掛帽JiiJ乳などの作['[.1.の製作､工業用途の下絵製作､模本教

材の恕作を行う部 署 とさjtる｡京都府勧業秋は工業科として教育への展開も求めたが､実現は同郷だった

らしい｡このあたりの事情については､先に拙稿 (前掲練l論文､19-22頁)で述べた｡

(27)南斉の謝赫の著 した 『古画品録』の中に説かれたとされる他ii輪｡絵画の要諦を気韻生動 ･骨法川韓 ･I.封勿

象形 ･随郷賦彩 ･経常位['百･伝摸移写の六つに災約 して､後代の絵画制作や鑑鑑に影響を与えた｡日本で

も近IILLlに様々な画論古が川行される中で311ft.'及し､楳糾などもその私塾にこれを掲げていた｡ 画学校の教授

内容は教授不能な気韻生動以外の五法に対応 したものといえる｡
(28)-rtlTllEllii1-.2論文によれば､近liとの狩野派において､lj.生はその弟子教育の教程にはなかったO

(29)｢諌胡川了立美術工整学校沿革材料｣(原本所在不明｡京榔TFl立芸術大学芸術資料館に奄子複写のみが残る｡)

明治35咋申記事の項に､｢凹月より絵塑利図案科il搾J室に)/<tける坐業の風習を改め画架椅子を用ゐること､
せ り｣とあるO京都市美術工芸学校TJJのイJilJIIfl'I台帳を見ても､明治35年より前に取得された教場月川JIl.=IFIの例

が見られず､画学校時代は坐業であったと考えてよい｡｢画学校教室風音と(素描)｣(F百年史』(前掲JijF_14邦)

｢写真1による記録｣1頁)では､さまざまなjJ一法で臨画写生する生徒が描かれるが､坐業のほかに､室内で

画架を使)=l==ノている者がいることや､複数の女子生徒が学ぶ教室が見えるところ､また､学校が吉l二l≡l佼余

に移転 して後は､完全に椅子と机 と画架による教授に移行してしまうことを考えあわせると､御所如南l;JLLi

校舎時代の京都市立美術工芸学校において才IL,.I-かれたものではないかと考える.

(30)｢iit.Ji-,1-～校経′削 こつき島根豚知事宛知串書簡｣(『京都府円咋の資料 5教育編』((昭和 47年 3月Q京都)ll;J立

総合捌 購1L偏 O京都府発行))283頁｡)に ｢画学校ハ 御苑内 御所之東南二地所被極メ岩倉公杉氏等江も

州l州疾処イて地所ニテ有敷との事二御Jil全候也｣とあるOフ阿 川でiは明治12年12月29El付けと考えられる｡

(31)i-.某所は､楳屈が ｢北宗塾中規則草稿｣｢約九串1業｣に記す耕一業を行うための施設と考えられる｡注 26
も参jKi.のこと,

(32)｢工it''.li美術学校諸規則｣に ｢-､教場ヲ分テ二1左トナス｡弟-ITX_既二柵日本風ノ技術二相ル所アリテ､尊

ラ実地修業ヲ望ム者ノ教場｡第二区 論判!_実地共､新二修業ヲ望ム者ノ教場｣とある｡(『EJ本近代思想大

系17美術｣(1989年6月O青木繁.酒=)Llt'J;Li校注olt;披上川i発行)431頁｡)

(133)世完.=には遠I剛也からの生徒が多かったらしく､初IUlの卒業生には怖=Ll(原熊太郎､森屋熊夫､LLI,lr九炎)

や和歌Ell(粥辿吉､角井厚吉)､岐阜 (北1.1森之助)など地)Iの.Jl'.身者が複数いる｡彼等が京都でどのよう

に住居を定めたか定かではないが､宿舎の強い!,.fT=,甥があったことは抑正される｡

(34)｢南宗Pfi学給41･私塾万苦｣(渡辺勝 F直入屠士伝』(大_Tl.14咋11月｡鯉榊生発行)90192頁｡)によると､純

殿仮校介時代の直入が凹宗画学校の開校を述べた後に､｢然ドモ末ダ坪数給欺ノ撃二及バズ､是我Ji‡生ノ篤

二深クをフル所也.｣として給戟私塾設立の考えをl壷】めたことを述べている｡
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(35)rI刊三史J(前掲注14詐)128-129頁O

(36)iJ上文芽が大正8年 r日出新tiFJjに料 ､た記事では､当初授業料をとらなかったとしている｡(掛刀康Tlr京

都の日本両一近代の揺藍j(平成3年7月｡方捕rWr闘社発行｡)111頁｡)

(;37日 n))治22咋12月17円 京都市画学校議案｣(｢京都市立美術 l二埜隼佼沿iF'材料｣(注29参照)収)

(38)IyJ汗= 5年版 TFl本帝国文部省年制 によれば ｢府立学校ノ内邦半枚女学校盲唖院ハ其荏済別途ノ方はヲ以

テシ｣(138頁)とあり､府税による直営とは異なる運常をしていることがわかる｡

(39)鈴木松咋 (1848-1918)画家鈴木百年の良子として京都に生まれるO父に河を学ぶO内国絵画共進会､内凶

勧業I那王会､円本絵画共進会､パリ万国博Ji'三会などで受'l'i'を丘ね､天竜寺法堂天井画､三千院客殿襖絵な
どの大作を描いた｡

(40日 日刊宗立 (184611918)0jIj披園部に生まれる0人雅生.ILiti-苑にl卯 丙を､,'くIj'J豊能満院大願に仏画を､医師ラ

ンゲックに油彩画を､東京の松m禄lJIに銅版や石版を学んだo明if134年の関西美術会の結成に参加O晩咋

は)川1:;の号で口本画を描いた｡

(41)｢京都市立美術工糞嬰校沿革胡料｣(注29参照)によjtば､lリJ治21年4月時点で､教諭である楳城の)l給

が10円､玉女が 12円だが,同じ崎に嘱託教授となった今尾i;11年と小田半渓の月給が12円､大fr‖'R允が

25Hとなっていて､全く遜色ない.当時の全教員の給料の記5,-/(が械されていないので､不明な一山まあるが､

機才lと給料は対応していないようである｡

(42)今尾-lilt-年 (1845-1924)京都の悉皆業の家に生まれるO柵川山川 こ浮此絵を学んだのち､鈴木百咋に人FLJJo

仰角28年･京都後索協会 (旧知雲社)設立に際しては委員長となり､同371年帝室技芸員､大正8年箱IBIL-

術院会L1となる.

(43)小HJl'--渓 (1837-1902)上花山利 (現京都市)に生まれる｡父とJHこ雌司家に仕えるO前EE=暢堂について南

所を学び､のち長崎に遊学し､口高鉄翁､清人徐雨17;!'･にも指導を受けたO内国絵両共進会､州垂｢軌業rllJ'ii王

会などで受'iiLo

(44)岸竹催 (1826-1897)彦根に生まれる｡はじめ中烏安泰､狩野/i(Li.I-に学び､岸辿LLlに師事して､養嗣子となるo
rti'-政皮[̂]虫造営御用を受け､内国軌業rg'･T三会やシカゴフJ'l室川那三会などで受ILilを重ねるO明治29咋には柿室
技芸f:lとなる｡

(45)rl;';在泉 (1849-1916)JITt在照の並嗣子o禁中絵師をつとめるJl;(家川代として 13歳より御用に加わる｡州叫

絵画共進会､内国勧業博ヂ三会で受i‡｡有職故実にくわしく､皇居閉り韮',;;i,'形jTf絵揮竃などの御用画を制作したO

(46)森川J:(;文 (1847-1902)京都に生まれる｡初め前川五敏を､のち良谷川 I.:.峰に師事して四条派を学ぶO内国軌

ljl:･'r_L.Ij･覧会､内国絵画共進会で受ii'｡El本美術協会 ･京都美称J協会などの委iElを務めた｡

(47)大Jl‖jE充については伝記不詳｡画学校では光学を教えたO

(48)‖lI]l文厚 (1846-1902)京都に生まれる｡はじめ岸駒Ijtl下の泉春闘に学び､後にrJu粂派の塩川文鱗にnrli郎する｡

内l-lミl勧濃博 王ゞ会､内国絵画共進会､パリ万国悼托会､新TIT'美術,[..-.展で受'Li'するO

(49)駒非瀧仙 (1866-?).京都に生まれる.叔父の幸野桜紙にr;rlJ'-TlrするO内国絵画共進会､京都青年絵画研究会､
llL'榔美術博托会で受'Lilo明治24年京都許年絵師共進会の創立委L]となるO

(50)菊池);-･文 (1862-1918)大坂 (硯大阪Tr了)に/午.まれるO初め滋野)l臥 のち準野楳嶺に師事するO内国絵所

共進会､l人個 勧業博覧会などで受'L1-0第1回文展より蘇査口をつとめる｡大正6J/F荷室技芸員となる｡

(51)渡辺秋渓 (1865-1940)名古屋に生まれる｡奥村石蘭にIiu粂派を学び､のち久保田米値に学ぶ.郷BJ･.でイ両Ii.J

恥を捌く｡

(52)池…舵-:.郎､船戸1｣-:勤､安岡戸一能についてはJlZ;記イこ評｡ilIl辺L-((挙 (1844-1928)｡中宮寺の絵師河辺.'((.J缶の
蛙91として大坂に生まれる｡父のほか-ヒ佐凡打j'､狩野永,Tも-､中林成r■卜小円flrJ'_倦らに学ぶO内国絵1吐旦l共進会､
穴都財Ltエ会で受'技する.

(53)it日放雌 (185111914)京都に生まれる｡はじめ神LHJ.玖似に学F.lHを､械LL雌さ三郎に洋画を学び､j二郎美術学
校でフォンタネ-ジに学ぶ｡内匡働業博覧会､新古美術会にIL日,1'.lJl｡火517や京都で石版によるIlJJ,版を手がける｡

(54)｢5.34各校学制変革一覧｣(r再-'rF史j(前18.ij三14書)524fi-)によるとtl,'･適両学科､応用画単利とも5咋制

になっているが､｢11 京都府画学校規則改正案｣(rfl'年虹j130LT)節三条に ｢本校ノ学科ヲ分ツテ初等

高等ノ二利トシ初等両学科ノ課程ヲ三年 トシ高等画学科之課程ヲ二年 トス｣とある｡この規則改止は実際

に行われなかったと考えられるものの､こうした教育課程改編の)1針が校内にあったことを考慮すれば､

rE際にLr,I.辿画学科から専門画学科に進級する例が卒業生の半数にのぼる現実は､普通画学科と噂門画′予科

が碓I'rEI-されたのではなく､上下の関係で置かれたものと推測する根拠となるO

(55)令1･一人 r近代日本美術教育の研究一明ifTt時代J(平成4咋2JJo中火公論美術出版発行.)に見るとおり､

蛸;;I.:卒業者の多くが地方の師範学校やLll学校の教員となった｡I:.BIu康斑 ｢京都における明治初期のiYi両の

状況｣(｢-J.の丸尚I劉lJi昨報 .紀要｣第6号｡平成13年3JJ.I.･J'･.'ILllf=.の丸(.I.'JI読飽満｡宮内庁発行)
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(56)rrlJ･宗L叫級 八Elは石｣の著彩非疏'Lj'･iE:が逝されている.凹級で女流を写生する課程は上等の教則にある､

T等修了以後も修学を続ける±卜従の不仲 をうかがわせるOちなみに八川友石の名は卒実生名簿にない｡

(57)のちに両学校出仕となる竹内栖鳳は‖欄 の師である草野楳嶺の許 しを待てflli学校に学んだ経験があると語

るが (柴I王l大外 F名家艦訪緑 l_刷 (Lリ=台32年6月 ｡黒1]≡儲 発行)297-298fi')､卒業はしていない｡

(58)京布川1iL芸術大学芸術Y=紺 鮎に保管される ｢】帰 Tll一一年十二月末調禿控現1t:_校イlEI'=['T調査｣は､翌年の京都

苗移削 二関わる準備のための附 亡であったと考えられる｡本来25紙あったらしいが､現存するのは 13紙

である｡｢チ:=柑ノ部｣｢榊 音読ノ,1EH｢哀ili'ノ祁｣｢Tul手本ノ鄭｣が残っているO

(59)｢明治廿一年十二月未調査控現在佼イ丁.-"1.誹.J奔｣(.iji58参照)の ｢画手本ノ.:I;IS｣には40件の絵手本が挙げら

れている｡そのうち､｢迎筆TbilEJ.I,姶爪州｣｢写生速筆帖 壱IILJJ｢写生迩舞手本 百ノL拾剛 文｣｢北宗逆節

手本 二百参拾枚｣｢南宗速筆手本 七ILl-〇八枚｣｢北宗画帖 武=り｣｢迎筆画学千本 百六拾四枚｣｢東宗

JL-}'.生術 五拾武枚｣などが､ll托 する絵千本に関わるものと思われるが､その内容が暖味なため､現√け

る絵手本との関係は不明である｡

(60)京耶市立美術大学のl雲に岩台帳の節10Fr'J4焚Iliに分勅記述されたのが､絵手本の最も占い台帳記録である.莱
術T.芸学校期の図草治 帳にも第 10門4軌があるが､これらは明治 3O年代以後の写生資料であり､陸i学校

の絵手本を含んでいないC美術入学州になって､既存資料の台帳収録の必班が生まれ､絵手本類を本来｢'/7

生｣を対象 したこの分類別二･ii,Er)り当てたものと止しわれるO現在のこのJJr(･の71:'1'料には､画学校より後の美術

学校から絵TR!J'専門学校に至るlHH二制作されたものが含まれているため､印i;EZ､三!さ憲､状態により画学校lyj

の制作と判断されるものを選別 して衣7を作成した｡なお､明治29年京都丁】J-美術J二芸学校L馴 にには絵手本

の辞耶馴 IJlu,策が作成されてお り､絵丁一本 1689,･某の存在を記録 している｡これは､剤 収とともに､｢lyJ治11
-咋十二)=J未調査控規朴絞れJ.'(,澗 イド｣(注58参照)の日録と現存絵千本のI刈係を考察するための資料とし

て畏並である｡

(61日 M=憧 彬 (1825-1886)伊釦 こ'-(-まれる｡はじめ内海雲をl､のち前l｣:棚最:li二､l川射刈石に師事する｡伊勢津浦

主藤生侯に招かれ洋画師となる｡州叫絵Tilll北進会で受IA.O

(62)｢Eリ1治u一一年十二月未調査控llL/I-_校イ丁.lHl調か｣(.ii:.58参照)には､｢川津加入JElll 壱杖｣など西宗にl判わる
Il'･本と思われるものがかなり含まれているが､その大半は現存を確認できない｡その一部と思われる ドイ

ツ製JT版画1枚が迫るo

(63)祖宗生徒制作晶は絵手本肝の･1.に 1点合まれている｡他の粉本の大半は､l和治 幌の第 10門7規に分類さ

れているまくりの粉本類のL+りこ見られるoLリ1治22年頃に二木桶次郎､批判人子7､ 1二円左灼太郎ら東洋画専

攻の±l二従が行った写生､模写による粉本は比較JFl勺多 く､呉春地の模写を多く合む.｢F州台廿一年十二月末調
和控班在校有.I.=.[.調査｣(注58参照)によると､学生の試験制作などもかつては迫していたらしいO

(6∠1)橋本Xfr_邦の伝えるところでは (前掲.i_-i-.2論文).木挽Illr狩野家の場合､別号からの-ヰ 拝領が入門の 718年
後で､その2年後以降にとfからの-′甘用lとなるので､修業年限は 10咋以 卜になったとしているO

(65)阿.I.班]'･株嶺』(1995年 5月｡=}旨野i'tr.J馴歩o王さ州r生首た行)の習画ii.;に楳頒軸でイdl)Hされた絵手本の作例がある｡
両ij･':校絵千本画帖の略libi20LxTと花井18IXTlll､塾の略画手本とLih目迎一致するものは10図､中画 30貝と所
退一致するもの 18図､高等30LlとiElr日出一枚するもの3匹Tをあげることができる｡同一の画題でも必ずし
も同llXltは限らず､卿易度も手本により変化したらしい｡ また､絵千本JElrlI肌には､塾の絵手本目録には見

られない画題もある｡

(66)r州F.tl6年版 =コ本帝国文部祈昨報jによれば､明拝,t16年の総生徒数50人に対し北宗の生徒は8人となっ

ている｡

(67)｢明治廿一年十二月末,リノは亡控現在校イ(.■.7.調介｣(･i_ii58参叩)には､｢迅押_Il州l】胎武州｣｢北宗画帖 武州｣

という詰｣述があるが､｢北宗迎叩千本 二F'l'参拾枚｣という記述との仇係が不lリJであり､現存する軸I帖が当

日;.1どのような状態であったか､判断できない｡

(68) H-J松l歪】Flも屑抄』(1972-il-I月°I.A.彩礼発行)47頁に､｢私は北L,宗'に入り､鈴木松年先生に教わったので

あ ります0位初は一枝 ものと-Fiって､椿や佃や木蓮などの花を才1'lrlいた､八つ折の他紙二十fI二枚綴 りのお手

本を漉されると､それを手本として描いた絵を､それそjlの先/-E:_の許へ2',I.Ll■lrlLますOそれを先生に直 し
ていただいて､さらにもうー鹿沼ilT~し､二十-LlJ文全部試験に過 りますと､六級からIi.級に進むのです｡ll

級になると一枝ものよりも少 しむつかしいものを描かされます｡l/Ll級にすすむと烏賊や虫燥-それから山

水､樹木､岩石という風にこみ入ったところを描き､最後に-級になると人物l叫になるといった階段を桁

んで牢TIX.する訳ですO｣とある｡

(69)相J咋史j(前掲注14譜)142-143rl.0

(70)このときの楳嶺の退任は､州=l(JlEllJ科廃止にともなう校内の混乱のiM=l'.をとったものと見られている｡神崎
ii'･二一 陳 都に於けるEj本画史』(rll作目∠川J-9)｣｡方捕l;精版印刷社発行)57L'Jf･70-71LtiA.
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